	1902
10歳
	8月

	父母がコレラで急逝
上の妹は祖父に預け、下の妹はミンミョヌリに出す
親戚の家を転々とする半放浪生活を送る

	10月　安昌浩、渡米


	1903
11歳
 
	
	承履達に拾われ、朴大領の家で東学の伝令として働く

定州にロシア軍が侵入
	9月　韓人親睦会創立　安昌浩が初代会長になる

	1904
12歳
明治37
	2月
3月
8月
9月
12月
	23日　日韓議定書調印
8日　日露戦争

定州からロシア軍が撤収
李容九が進歩会を組織
日本軍鎮南浦に上陸
22日　第1次日韓協約調印
29日　定州邑に東学道人が集まって進歩会を組織
李容九ら一進会を組織
進歩会と一進会が合同する
京釜鉄道竣工
	4月　共立協会創立　安昌浩が初代会長になる

	1905
明治38

	1月
夏
9月
11月
12月
	京釜鉄道営業開始
日本通貨の流通が公認される
陰暦正月のころ、鎮南浦から船に乗り仁川、そこから汽車で上京し、小公洞にある東学の学校に入る
一進会留学生として来日
5日　ポーツマス講和条約
東海義塾で日本語を学んで中学入試勉強
15日　太極学会が創立される
17日　第2次日韓協定(保護条約)締結
30日　閔永煥自決
8日　中国留学生陳天華、日本政府の中国人留学生取締に抗議して自殺する

府立第一中学校で皇室特派留学生の同盟休校事件おきる
21日　伊藤博文が初代韓国統監に任命される

	

	1906
明治39
	3月
4月
7月
8月
9月
10月
	2日　初代統監伊藤博文着任
大成中学に入学
このころ本郷元町の下宿
文一平もおり、やがて洪命憙も来て知り合う
1学期を終える　優等生の表彰を受ける
天道教の内紛で学資が止まる
太極学報創刊される
統監府機関紙『京城日報』を創刊
菊人形事件が起きる
この年義兵次々に起きる
この年の後半、帰国　定州にもどって親戚の家を転々とする


	

	1907
明治40

	1月
2月
3月
4月
6月
7月
9月
12月
	5日　一進会留学生21名、断指事件を起こす　
国債報償運動が起きる
官費留学生として再来日　白山学舎で編入試験に備える
30日　米国から帰国途中の安昌浩が来日

3日　太極学会が安昌浩歓迎会を開く
12日　安昌浩、東京を発つ

擬国会事件で崔南善早稲田を退学して帰国
安昌浩ら、新民会結成
東京勧業博覧会で水晶館事件起きる
29日　第2回万国平和会議でハーグ密使事件
20日　高宗譲位式
24日　第3次日韓協約
31日　軍隊解散式　一部軍人蜂起して日本軍と交戦
10日　明治学院編入試験

11日　明治学院普通部3年生に編入、寄宿舎に入る

李昇薫が安昌浩の演説に感動して五山学校を設立

	安昌浩、韓国にもどる
安昌浩、李甲らと新民会を結成

平壌に大成学校を設立



	1908
明治41

	４月
7月
8月
9月
11月
	木下尚江を耽読

４年生に進級する
大成中学から山崎俊夫が転校してきて同級生になる
トルストイに心酔
安岳勉強会の師範講習所で講師をつとめる

白惠順と結婚
平壌で大成学校が開校
崔南善『少年』を発刊

	5月「國文과漢文의過渡時代」『太極学報』No21
10月「隨病投藥」『太極学報』No.25 
11月「血淚」『太極学報』No.26 


	1909
明治42

	2月
3月
4月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
	29日　神田青年会館で開催された明治学院文学会大会で文一平の韓語演説の通訳をつとめ、賞品をもらう

27日卒業式で4年生品行方正学術優等の表彰を受ける

５年生に進級する
伊藤博文が枢密院に転任、曽根荒助が統監に
安岳講習会で講師をつとめる?
6日　日本、韓国併合の方針を閣議決定
帰省

釜山で日記を失う
間島協約（間島が清国領土であることを日本が確認する）
26日　安重根、ハルビン駅で伊藤博文を射殺
7日　3ヶ月ぶりに日記を書き始める（日）
8日午後　演伎座で「不如帰」観劇（日）
18日　「愛か」完成（日）
20日　品川のロセッタホテルで5年生親睦会（日）
21日　漢城楼で酒を飲む　二本榎町惨殺事件（日）
24日　「虎」(獄中豪傑?)完成（日）
3日　「獄中豪傑」を『大韓興学報』に送る（日）
14日　近所で火事（日）
21日　試験終了　「愛か」が『白金学報』に載る（日）
22日　李完用が李在明に刺される　(日記でも言及)
23日　「情育論」を書く（日）
このころ「幼き犠牲」の原典となる映画を見る
	青年同友会創設。崔南善が中央総務として安昌浩を助ける
安昌浩、安重根事件のため龍山憲兵隊に収監。二か月後釈放
12月　「愛か」(李宝鏡)『白金学報』No.19　12月15日発行

	1910
明治43

	1月
2月
3月
４月
5月
7月
8月
9月
10月
11月
	2日　本郷座でオセロを観る（日）
6日　洪命憙を訪ねる　（日）
12日　洪命憙を訪ね、帰りに電車中で日本文壇に出ようかと考える（日）
5日　終日読書する（日）
『中学世界』の「都下中学優等生訪問記」担当、野の人が李宝鏡を狂瀾舎（白金今里町77番地）に訪ねる
14日　安重根に死刑判決
20日　仲間が送別会を開いてくれる
23日　神戸発5:55　海田市発15:28　広島着15:42　乗換広島発16:38―EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(こひ),己斐)通過―下関着20:38　下関発22:00
24日　釜山着9:10　京城着19:00
26日　明治学院普通部卒業式（欠席）
この日、旅順監獄で安重根の死刑執行
1日『新韓自由鍾』発行（白金今里町79番地 学海舎）
2日　五山学校に教員として赴任
安昌浩ら、国外脱出
陰暦3月11日、祖父李建圭が死亡
30日　寺内正毅が統監に就任
安昌浩ら、青島で独立運動家の会合をもつ
22日　日韓併合条約調印
29日　日韓併合条約公布
　大韓帝国を朝鮮と改称、朝鮮総督府を設置
李昇薫、キリスト教信者になり、ロバート宣教師を校長として招聘する
1日　寺内統監が総監に就任
トルストイ死去
	1月「獄中豪傑」(孤舟)『大韓興学報』No.9 
2月「今日我韓青年과情育」(李宝鏡)『大韓興学報』No.10 

　　「어린犠牲（上）」(孤舟)『少年』第3年第2巻
3月「文学의価値」(李宝鏡)短編「無情」(孤舟)『大韓興学報』No.11
　　「特別寄贈作文」(李宝鏡)『富の日本』第1巻第2号
　　「어린犠牲（中）」(孤舟)「우리英雄」(孤舟)『少年』第3年第3巻
　　
4月「無情(續)」(孤舟)「日本에在한我韓留学生을論함」(李宝鏡)『大韓興学報』12号

　　「君は何処に」(孤峯)｢旅行の雑感｣(孤舟)『新韓自由鍾』第3号
5月「어린犠牲（下）」(孤舟)『少年』第3年第5巻
6月「今日我韓青年의境遇」(孤舟)「곰」(孤舟)『少年』第3年第6巻
7月「今日我韓用文에 대하여」(李宝鏡)『皇城新聞』7月24，26，27日
8月「余의自覚한人生」「朝鮮ㅅ사람인 青年들에게」「天才」(すべて孤舟)
「献身者」『少年』第3年第8巻　（8月25日に発行されるが26日に新聞紙法により押収、発行停止）
12月7日『少年』発行停止解除
12月15日『少年』第三年九号発行

	1911
明治44

	1月
2月
3月
8月
11月
12月
	105人事件
李昇薫が安明根との関連で逮捕され、済州島に流刑
李昇薫、105人事件で逮捕され、大邱と京城で服役
安昌浩、米国に亡命
朝鮮教育令公布
1日　鴨緑江に架橋、朝鮮鉄道と南満州鉄道がつながる
李相卨、ウラジオストク新韓村で勧業会を組織
関釜連絡船1日2便の定期運航を開始

	5月『少年』第四年第二号発行

	1912
明治45
大正元

	7月
8月
10月
11月
12月
	明治天皇没　大正と改元
崔南善が『붉은저고리』を創刊
土地調査令
銀行令
大韓人国民会が組織され安昌浩が初代会長に
尹用求、韓圭卨、兪吉濬ら男爵位を日本政府に返上

	

	1913
大正2

	1月
5月
9月
11月
12月
	関釜連絡船高麗丸就航
安昌浩、サンフランシスコで興士団結成
崔南善『아이들보이』創刊
五山学校を出て大陸に向かう
安東で鄭寅普と出会い、上海に行くよう勧められる
大連・営口を経て、上海に着く
洪命憙・文一平・趙素昴らの家に泊まる
冷水摩擦のせいで高熱を発する

	2月『검둥의셜음』新文館（리광수）


	1914
	1月
2月
6月
8月
10月
12月
	申奎植の新年会で米国の『新韓民法』の主筆になるよう勧められて旅費の一部を受けとる。残りは途中で受けとるようにと、李鍾浩と李鍾浩への紹介状をもらう（1日）
初旬、大陸経由でサンフランシスコに向かう
海参威（ウラジオストック）に到着し新韓村で金立・尹海・金河球の案内で李鍾浩と会う
穆陵の安定根の家に一カ月ほど逗留しながら李甲の話し相手になる。ここで李東輝、洪範図に会う
下旬、穆陵を発ってチタに向かう
チタで李剛に会い、米国への旅費を待ちながら『正教報』の編集を手伝う
旅費は上海の申奎植が使ったことが判明、米国行き放棄
チタで国民会の代議会が開かれ、『正教報』主筆になる
28日、サラエボ事件
『아이들보이』10号、『대한인졍교보』に掲載
ロシア・ドイツ・イギリス・フランスが参戦
23日、日本がドイツに宣戦布告
下旬、東京で学業をつづけることを決意し帰国
崔南善が『青春』を創刊する
「허생전（上）산문시」を『새별』15号に発表
	3月「독립준비하시오」4回連載『勧業新聞』100-103号（3.1-3.22）
6月「먹적골 가난방이로 한 세상을 들먹들먹한 허생전」『아이들보이』
10号、「재외동포의 현상을 론하야 동포교육의 긴급함을」「지사의 감회」「나라를 떠나는 셜음」『대한인졍교보』11号
12月「上海서」「中学校訪問記」「同情」「아이」『青春』3号
「許生伝（上）散文詩」『새별』15号


［李光洙の第二次留学時代年表］
	
	
	雑誌刊行状況と李光洙の著作

	1913

大正2


	　　　　　　　　　　　　　　　　　1月「新しい女」論議おきる
　　　　　　　　　　　　　　　　　2月　大正政変
　　　　　　　　　　　　　　　　　2/11 日本結核予防協会成立

4/15  羅蕙錫、東京私立女子美術学校に入学

　　　　　　　　　　　　　　　　　9/12 中里介山「大菩薩峠」連載(『都新聞』)

　　　　　　　　秋　留学生分会が会同して学友会に

11月　大陸放浪の旅に出る

　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	1914

大正3

　　　　


	　　　　　　　　　　　　　　　　　3/26芸術座「復活」初演

　　　　　　　　　　　　　　　　　3/31肺結核療養所設置に関する法律公布

　　　　　　　　4/8　許英粛、東京女子医科専門学校に入学
　　　　　　　　　　　　　　　　　4/16 第2次大隈重信内閣成立　

6月 留学生監督李晩奎が帰国（後任、徐基殷）

7月 羅景錫、蔵前高等工業学校を卒業し大阪で民族運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　7/28 第一次世界大戦勃発

　　　　　　　　　　　　　　　　　8月 ロシア・日本参戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　

8月　大陸放浪を終えて朝鮮にもどる

　　　　　　　　　　　　　　　　　10月 大杉栄、荒畑寒村『平民新聞』創刊

　　　　　　　　10/25(日) 学友会臨時総会　第3期予算通過

　　　　　　　　11/12(木)早稲田･明大同窓会連合討論会

　　　　　　　　11/14(土) 青年会主催で学術講演会

　　　　　　　　11/21(土) 学友会主催で呉基善牧師歓迎会

　　　　　　　　11/25(水)湖南茶話会主催で湖南茶話会･浿西親睦会･三漢倶楽部と連合雄弁会

11/28(土)朝鮮基督教青年会会館新築落成式
　　　　

　　　　　　　　12/25在日本基督教会主催の聖誕祝賀会を大松倶楽部で挙行

　　　　　　　　12/26 学友会忘年会を神田区神保町の大松倶楽部で開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　12月 東京駅開業式

　　　　　　　　　　　　　　　　　平塚らいてうが奥村博と共同生活を始める
	4/2『學之光』創刊（欠）　

『學之光』2号（欠）

6月『아이들보이』10号「허생전」
『대한인졍교보』11号「재외동포의 현상을 론하야 동포교육의 긴급함을」「지사의 감회」「나라를 떠나는 셜음」
10/1『青春』創刊

11/1『青春』2号

12/1『青春』3号「上海서(第一信)」「새 아이」

「同情」「中 (普成)学校訪問記」
12/3『學之光』3号
12月『새별』15号「허생전（上）산문시」

	1915

大正4


	　　　　　　　　1/9青年会館で学友会智育部主催の雄弁会
　

　　　　　 　　　　　　　　　　　1/18 対華21ケ条要求

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界大戦による好景気始まる

　　　　　　　　1月　羅蕙錫が父と衝突し驪州で教師生活を始める　

　　　　　　　　　　　　　　　　 2月 ベルギーの惨状に同情が集まる　

　　　　　　　　　　　　　（2/27『學之光』4号に崔承九の「ベルギーの勇士」）　　　　　　　

　　　　　　　　2/8青年会館で学友会智育部主催の演説会
　　　　　　　　　　　

2/14 学友会第7回定期総会を九段演芸館で開催し任員改選

                 3/25 第12回総選挙、大隈の同志会が大勝
3/26 青年会館で早稲田明治同窓会主催の連合雄弁会

3/27～4/1 湯河原で青年会主催の春令会

4/3朝鮮女子留學生親睦会が設立される

4/8(9)青年会館で学友会智育部主催の卒業生大演説会
　

5/2　学友会第2回卒業生祝賀会

5/9 中国、対華21ケ条要求受諾

8/4　長男震根誕生

　　　　　　　　9月　陳独秀、『青年雑誌』（新青年）創刊

9月 羅景錫が帰国

　　　　　　　　　9/28原口鶴子女史死亡
9/30　早稲田大学高等予科文学科に編入学

　　　　　　　　　　　　　　　　　10/1 大杉・荒畑『近代思想』創刊　　　　　

10/16～11/25横田英夫「日本農村論」連載（『朝日新聞』）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11/10 大正天皇の即位大礼

　　　　　　　　10/4羅蕙錫、女子美に復学手続き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月　大戦景気　株式空前の暴騰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『蘇峰文選』刊行
　　　　　　　　12/10羅蕙錫の父死亡

12月末、有志と朝鮮学会を設立

	1/1『青春』4号「上海서(第二信)」「讀書를 勸함」「님 나신 날」
2月『青春』5号（欠）

2/28『學之光』4号

3/1『青春』6号「金鏡」「海参威로서」「침목의 미」

「한그믐」「내소원」　このあと停刊
5/2 『學之光』5号（押収）
 「공화국의 멸망」

7/23『學之光』6号（消息欄･奥付なし）



	1916

大正5
　


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　1月　『洪水以後』『婦人公論』創刊

吉野作造「憲政の本義を説いて其の有終の美を済すの途を論ず」
1/10  詩「어린벗에게」執筆（『學之光』8号に掲載）

1/22　学友会主催の雄弁会（青年会館）で「我ハ生ルヘシ」という題で演説

　　　　　　　　1/23学友会総会で地方分会を解消して学友会へ統合

1/24「龍洞」を執筆（『學之光』8号に掲載）

1/29　朝鮮学会で農村問題に関して発表

　　　　　　　　1/31アンダーウッド牧師の歓迎会

　　　　　　　　2/12サッカー大会

　　　　　　　　2/13学友会総会で分会打破のための規則を討議し任員選挙

3/21 投稿文「朝鮮人教育に対する要求」が『洪水以後』8号に掲載される

4月 同誌に「朝鮮人の眼に映りたる日本人の欠点」を投稿するも不掲載
　　　　　　　

4月 羅蕙錫、女子美選科普通科3年生に進級
4/3 青年会館で各大学生同窓会連合雄弁会

4/15青年会館で学友会主催の新来学生歓迎会

　　　　　　　　4/28青年会館で学友会主催の各学校卒業生雄弁大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　5/29 タゴール来日

　　　　　　　　6/12神田駿河台西洋料理店寶亭で明治大学卒業生会

7/5 早稲田大学高等予科文学科を卒業
8/16 白南七、帰郷して朝鮮での感想を述べる

8/21 青年会館で金貞植送別会

　　　　　　　　　　9/1 工場法施行

帰省から東京に戻る途中、京城で阿部充家と会う

9月11日 早稲田大学大学部文学科哲学科に入学　　　　　　　　

9月羅蕙錫、西洋画高等師範科2年生に転科
9/11　河上肇「貧乏物語」『大阪朝日』

9/27学友会決算総会　役員改選

　　　　　　　　　　10/5 大隈内閣総辞職
　　　　　　　　10/8 新任期予算総会

　　　　　　　　10/10青年会館で米国宣教師ジョルケンセン送別会

　　　　　　　　10/25(26)青年会館で学友会主催の新入生歓迎会

　　　　　　　　10/28李汝漢牧師の歓迎会

11/3 朝鮮学会月例会で「民族性研究に関する報告」

11/6「為先獣가되고然後에人이되라」を執筆（『學之光』11号に掲載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11/9　日陰茶屋事件

11/11青年会館でアンダーウッド追悼会

　　　　　　　　11/13青年会館で各学校連合同窓会雄弁会
　　　　　　　　

12/1青年会館でウェルチ博士歓迎会

　　　　　　　　　　12/9　夏目漱石没

　　　　　　　　　　12月　倉田百三「出家とその弟子」

　　　　　　　　12/27神保町南明倶楽部で学友会忘年会
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　この年、アインシュタイン相対性原理発表　　　　　　　
	1/21『學之光』7号（押収・欠）

3/5『學之光』8号（押収）
「어린벗에게」「크리스마슷밤」「龍洞」「살아라」崔承九死亡記事

5/23『學之光』9号（押収・欠）

9/4『學之光』10号

9/22－23『毎日申報』｢大邱에서｣

9/27『毎日申報』｢東京雑信｣連載開始

　・

　・

　・

　・

　・

　・
　・

　・

11/9『毎日申報』｢東京雑信｣連載終了

11/10－23『毎日申報』「文學이란何오」

11/21－30『毎日申報』「婚姻論」

11/26－12/13『毎日申報』｢教育家諸氏에게｣
11/26『毎日申報』「農村啓発」連載開始
12/14－22『毎日申報』「朝鮮家庭의改革」
12/23－26『毎日申報』「早婚의悪習｣

　・
　・

	1917

大正6

　　　　　　　　
	1/10朝「少年의悲哀」執筆（『青春』8号に掲載）

1/11「尹光浩」執筆（『青春』13号に掲載）

1/17「彷徨」執筆（『青春』12号に掲載）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2/1 ドイツが無制限潜水艦戦を宣言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月『主婦の友』創刊
　　　　　　　　2/3青年会主催で吉野作造講演会

　　　　　　　　2/4学友会決算総会を開き人員改選
　　　　　　　　

2/9朝鮮学会公開講演会（張徳秀・玄相允講演）

2/17青年会館で各大学生連合雄弁会

2/20学友会予算総会

2/20夜「天才야! 天才야!」執筆（『學之光』12号に掲載）

2/22「二十五年을回顧하야愛妹에게」執筆（『學之光』12号に掲載）

　　　　　　　　2/27青年会館で大学生連合雄弁会
　青年会主催で宗教講演会

　　　　　　　　3/10青年会館でマッキウン（尹山温）歓迎会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3/15 二月革命、ロマノフ朝倒れる
3/27各同窓会連合雄弁会

　　　　　　　　3/30～4/4箱根堂ケ島で青年会の春令会

4月羅蕙錫女子美高等師範科3年生に進級

4/2学友会雄弁会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4/6 アメリカ、対独宣戦

　　　　　　　　4/8早稲田中学運動場で学友会主催の春季陸上大運動会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4/20 第13回総選挙、政友会大勝
4/28青年会主催の新来学生歓迎会

4/29学友会主催の新来学生歓迎会と卒業生祝賀会で祝賀の辞を述べる

　　　　　　　　5/5青年会主催の卒業生預賀会
　

　　　　　　　　

6月、特待生として2年生に進級する

6/18夜「卒業生諸君에게 들이는懇告」執筆（『學之光』13号に掲載）

五道踏査旅行に出る

6/23青年会館で朝鮮学会例会 

6/26鳥致院車中―公州―27利仁―扶余―30白馬江上―7/2郡山―全州―6裡里―羅州―12木浦で赤痢発病、入院―23多島海―24三千浦―26晋州―29統営―30東莱温泉―31金井―8/1海雲台―4釜山（このとき徳富蘇峰と初めて会う）―6馬山―10大邱―16慶州―18
　　　（日本語でも連載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　8-12月 早稲田大学、学長後任問題で紛争
9/15　日本にもどる

9月　「南遊雑感」を執筆（『青春』14号に掲載）

9/30　学友会第8期決算総会で編集部員になる

　　　　　　　　　10/14学友会第9期予算総会

10/16「復活의曙光」を執筆（『青春』12号に掲載）

10/17　女子親睦会臨時総会で『女子界』編集部賛助になる（羅蕙錫と許英粛が編集部員）

10/20青年会で学友会主催の新渡学生歓迎会

10/27　青年会の学友会教育部主催講演会で「五道踏破旅行談」を語る

10/30朝鮮学会例会　田栄澤「朝鮮基督教の過去及現状」

10/31 戸山原で青年会主催の在東京朝鮮学生秋季運動会

　　　　　　　　　　　11/2　石井･ランシング協定調印
11/5青年会親接部主催で渡米途中の金裕淳牧師送迎会

　　　　　　　　　　　11/8　ロシア十月革命でソビエト政権
11/13夜「極熊行」執筆（『學之光』14号に掲載）

11/14「우리의理想」執筆（『學之光』14号に掲載）

　　　　　　　　11/16青年会親接部主催で新来の林鍾純牧師歓迎会

11/17　早稲田大学夏季試験で特待・優等の成績で卒業・進級した学生たちが朝鮮総督府から賞金を授与される

11/17青年会館で学友会主催の演説会

11/17在東京基督教青年会の機関紙『基督青年』創刊

11/23 青年会館で早稲田同窓会主宰の各同窓会連合雄弁大会

11/30朝鮮学会例会　徐椿「教育ノ意義」

12/22 朝鮮学会月例会　玄相允「朝鮮人ヨリ観察シタル欧州戦乱」

12/27　南明倶楽部で学友会主催の忘年会

12/29　青年会館で東京･京都学友連合雄弁会

	1/1『毎日申報』「無情」連載開始
1月
『學之光』11号｢爲先 獸가 되고 然後에 人이 되라｣｢閨恨｣

　・
　・
　・
　・
　・
2/18『毎日申報』「農村啓発」連載終了

　・
　・
　・
　・
　・　『無情』連載中
　・
　・

　・
　・
　・
　　・
　　・
4/19『學之光』12号「二十五年을回顧하야愛妹에게」「婚姻에 對한 管見」「天才야! 天才야!」

　・
　・
5/16再刊『青春』7号「거울과 마조 안자」「어린아이」

6/14『無情』連載終了

6/16『青春』8号「少年의悲哀」「양고자」「窮한선비」 
6/29『毎日申報』「五道踏破旅行」連載開始

　・
7/12『女子界』創刊

7/19『學之光』13号「卒業生諸君에게 들이는懇告」

7/26『青春』9号　｢어린벗에게(第1.2信)｣「耶蘇教

의朝鮮에준恩恵」「東京에서京城까지」
　・
9/12「五道踏破旅行」連載終了

9/26『青春』10号「어린벗에게(第3信)｣

11/10『毎日申報』「開拓者」連載開始

　・
11/16『青春』11号「어린벗에게(第4信)｣「今日朝

鮮耶蘇教会의欠點」

　・

　・

12/20『學之光』14号「우리의理想」「極熊行」

　・

	1918

大正7
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/8 ウィルソン大統領が14ケ条宣言発表

1/12　青年会第12回定期総会で副会長になる

　　　　　　　　1/19青年会教育部主催講演会

1/27　朝鮮学会例会

　　　　　　　　　　2月　平塚らいてうら、母性保護論争
2/9青年会教育部主催講演会
　

2/10　学友会定期総会で編集部員になる

　　　　　　　　2/16マクドナルド牧師歓迎会
2/17　学友会第10期予算総会

2月末『基督青年』の編集部員になる

熱海に転地療養、3月初めに京城に滞在し3/17に東京へもどる

　　　　　　　　3/9 羅蕙錫、許英粛、金馬利亜ほか24名が飯田町の朝鮮連合耶蘇協会で会合し、『女子界』2号発行について協議

　　　　　　　　3月　羅蕙錫、卒業　

3/23青年会館で学友会編集部主催の卒業生雄弁会

3/28～4/3青年会で午前聖書研究会と午後講演会

4/3大久保練兵場で学友会主催の春期陸上大運動会

4/13青年会館で各大学同窓会連合懸賞雄弁会　
　　　　　　　　　

                4/14神田区錦町松本楼で学友会主催の卒業生祝賀会

　　　　　　　　4/16青年会館で学友会主催の新渡学友歓迎会

4月　羅蕙錫、帰国

                5/4 青年会館で青年会主催の卒業生祝賀会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5/15 魯迅「狂人日記」発表　

6/16(15) 編集部主催の卒業生懇談会

　　　　　　　　　　6月 鈴木三重吉『赤い鳥』創刊
7月　優等の成績で進級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月 武者小路実篤『新しき村』創刊

7/25許英粛、卒業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8/2 日本政府、シベリア出兵を宣言 

8/3 富山で米騒動、全国に広がる

8月　諏訪（沼津市）で許英粛の帰国を見送る
　

9月　白恵順が離婚に合意する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9/29 原敬政友会内閣成立
10/16　許英粛が総督府の医師試験に合格する

10月　許英粛と北京へ愛の逃避行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11/5 島村抱月病死

11/11 第1次世界大戦終結

                                    11/14武者小路「新しき村」を建設
11月　朝鮮へ

12月　日本へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月 東京帝国大学で新人会結成される　

12/23 吉野作造ら、黎明会結成　　　　　　　　　　　
	　・

　・

　・　　『開拓者』連載中

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

3/15『開拓者』連載終了

3/16『青春』12号「彷徨｣「懸賞小説考選餘言」

3/22『女子界』2号

3/25『學之光』15号「子女中心論」
4/12「車中雑感」（日）『京城新聞』朝刊
4/16『青春』13号「尹光浩｣

『學之光』16号（押収・欠）
「意志論的進化論」

6/16『青春』14号「南遊雑感」
8/15『學之光』17号「宿命論的人生観에서自力論的人生観에」

9月『女子界』「小児를어찌接待할까」「어머니의무릎」
9/16『毎日申報』「新生活論」連載開始

9/26『青春』15号

　・

　・

10/19「新生活論」連載終了

	1919　　　　　　　


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/5 松井須磨子自殺

1/18 パリ講和会議開催

2月5日　2･8独立宣言を起草して上海に亡命
2月18日　学費未納で除籍

	1月『學之光』18号

2/1『創造』創刊

	1920


	6月　羅蕙錫が金雨英と結婚

	1/26『學之光』19号

3月『女子界』4号
5/　『創造』6号　「미쁨」

7/　『創造』7号　「H君에게」

	1921


	2月　許英粛が上海へ来る

3月　帰国

5月　許英粛と結婚


	1/　『創造』8号　「文士와修養」

7/　『開闢』　「中枢階級와社会」


	1919
	1月
2.5(？)
2.8
3.1
3月上
3月下
3.28
4.11
4.13
5.25
7.11
8.12
8.20
8.21
9.23
10.25
11.24
12.1

	新韓青年党が組織される
李光洙、上海に到着
東京留学生ら独立宣言
3･1運動
新韓青年党に加入
玄楯・孫貞道らと独立臨時事務所を
『獨立新報』創刊（4.11第10号で終刊）
臨時政府第1回臨時議政院で国号を大韓民国に

大韓民国臨時政府樹立（？）
安昌浩、上海へ到着
臨時史料編纂会発足（主任：李光洙）

　第3代総督、斎藤実（～1927.12.9）

国際連盟に送る史料編纂第一部を完成させる
『獨立』創刊。（社長：李光洙）

臨時史料編纂会解散

22号から『獨立新聞』と改称
臨時政府の開天節祝賀会で「民族改造論」について演説

新韓青年党機関紙『新韓青年』創刊（通巻2号で終刊）
安昌浩、興士団遠東委員部を設置
	2.1『創造』創刊 (요한:불노리)
3.20『創造』2号 (요한:해의 시절) 　
「宣伝　改造」『獨立』1～23(8.21～10.28)
12.10『創造』3号
12.25「自由의 價」『革新公報』50
12「創刊辞」「팔 찍힌 少女」「童謡」『新韓青年』


	1920
	1.29
3.5
4.1
4.26
4.29
5.27
6.24
8.27
9.20
10月
12.18
	興士団遠東支部が発足。李光洙、第1回入団問答

『朝鮮日報』創刊
『東亜日報』創刊
第2回入団問答
第1号団友として興士団に入団
興士団遠東支部の臨時班長に任命
日本領事館の抗議で仏大使館が『独立新聞』に停刊命令

斉藤総督、帰順工作政策を立案
　 
興士団遠東臨時委員部創立大会
。講論会長に選任

琿春事件が起きる　→　主戦論×非戦論　
『獨立新聞』続刊
	2.23『創造』4号(요한:上海이야기）

3.31『創造』5号(요한:短曲) 
5.25『創造』6号「미쁨」(요한:외로움)
7.26『創造』7号「H君에게」「江南의봄」(生과死)
12.18「間島事變과 獨立運動 將來의方針」（一）
12.25 （二）


	1921
	1.24
1.27
2.13
2.16
2.17
2.18
3.26
3月
5月
8.3
9月
10.19
11.12
11.11
12月
	国務総理李東輝、大統領李承晩と路線対立で辞任
呉祥根･金明植･張徳秀、ソウル青年会発足

東亜日報記者秦學文とともに安昌浩と談論
この日、閔元植が東京で暗殺される
日本議会、閔元植の参政権請願書を採択
許英粛とともに安昌浩を訪問。帰国の決心を告げる

許英粛をさきに帰国させる
獨立新聞社長として李承晩大統領にインタビュー
宣川で逮捕され新義州に連行される
　釈放されソウルへ、不起訴
許英粛と結婚
新婚旅行をかねて金剛山へ
国民公会、韓国人民致太平洋会議書（致書）を作成

崔南善、仮出獄

出版方違反嫌疑で逮捕。すぐに釈放される
？
「民族改造論」執筆（～22日）
　この日、ワシントン軍縮会議（太平洋会議）開催（～1922.2.6）
倭城臺で斎藤実と単独会見

	1.15「間島事變과 獨立運動 將來의方針」（三）
1.21（四）
1.27（五）
1.27『創造』8号「文士와修養」「偶感三篇」
2.5「七可殺」
2.25 「間島事變과 獨立運動 將來의方針」（六）
2.17「光復祈祷会에서」
5.30『創造』9号（終）金東仁 빼따락이（純ハングル）
魯唖「中枢階級과 社会」『開闢』7月号
魯唖「八字説을基礎로한 朝鮮人의人生論」『開闢』8 月号 妙香山人「エドワード・カーペンター」
魯唖子「少年에게」『開闢』11月号～3月号


	1922
	1.1
2.12
3.2
3月
4月
5月
7.16
9月
9.20
9月
9.22
11月
	大韓民族代表団、韓国人民致太平洋会議書（致書）をワシントン会議事務局に提出

修養同盟会発起会（唐珠洞、京城府西大門町1－9英惠医院）

許英粛、修学のため日本へ

宗学院で教鞭をとる
白岳山人の筆名で引退勧告「斎藤実君에게與함」を発表（?）

「民族改造論」を発表して物議をかもす

　金東元を中心に平壌で同友倶楽部が結成される

京城学校、儆新学校で英語を教える
短篇「할멈」を執筆する

　崔南善『東明』創刊
倭城臺で斎藤実と会見

　『朝鮮之光』創刊

	京西学人「芸術と人生」『開闢』1月号 
「文學에 뜻을 두는 이에게」『開闢』3月号
「金剛山遊記」『新生活』3～8月号
「斎藤実君에게與함」『東亜日報』4.1
「國民生活에 對한思想의勢力」『開闢』4月号
「感謝와 謝罪」『白潮』5月号
「民族改造論」『開闢』5月号
「金剛山遊記」『新生活』8月


	1923
	1.16
2月
4.2
5月
7月
秋
9.1
10月
12月

	同友倶楽部が正式に発足する
「嘉実」が『東亜日報』日報に連載される
朝鮮民立大学期成会結成（李商在･李昇薫）
東亜日報に入社

島山をモデルにした「先導者」、総督府の干渉のため中篇で中断
　金性洙ら、研政会を組織しようとはかる

　関東大震災
咸南高原を旅行し、紀行文「草香録」を連載
隠密裏に北京に行き、安昌浩と話し合う（第1回北京行き）

このころ日本を訪れる(?)

『許生伝』の連載を始める


	「相争의世界에서扶養의世界에」『開闢』2月号
「嘉實」『東亜日報』2．13～23　11回連載（Y生の名）
「先導者」『東亜日報』3.23～7.17
「거룩한 죽음」『開闢』3月‐4月
『어둠의힘』刊行（9.5）
「草香録」『東亜日報』（9.9-17）
「江南の春」『週刊朝日』（9.30）
『朝鮮의 将来과 現在』（興文堂10月）
『春園短篇小説集』（興文堂10月）
「許生伝」『東亜日報』(12.1～1924.3.21)


	1924
	1月
3月
4月
4.8
5.14
5月
6月
7月
8月
10月
11.9
11月
11.19
12.10
	「民族的経綸」を発表して物議をかもし、『東亜日報』を一時退社
21日　『許生伝』連載終了
22日　『金十字架』連載開始
脅迫事件により研政会の構想が霧消する。
秘密裏に北京に行き、安昌浩と話し合う（第2回北京行き？）

脅迫事件の余波で金性洙が一時『東亜日報』社長を辞任（～10.21）
11日『金十字架』中断
李熙喆夭折
田栄澤の紹介で方仁根を知る
『靈臺』の同人になり「人生의香気」を5回連載
方仁根の出資で『朝鮮文壇』を主宰する
「再生」の連載開始（長白山人）
安昌浩、米国へ行く（～1926.5）
斎藤実から阿部充家書翰に「李光洙ハ未タ参リ不申」の文言

『東亜日報』に“돌프의 ‘공개장:조선인에게’”の翻訳を1回分掲載、あとは押収される

	「民族的経綸」『東亜日報』1.2～6
「政治的結社와 運動에 對하여」『東亜日報』1.29
「同志・朝鮮아」（詩）『開闢』2月号
「金十字架」『東亜日報』3.22～5.11（中断）
「人生의香気」『靈臺』1－5号（8月―翌年1月）
「血書」『朝鮮文壇』10月号
『金剛山遊記』刊行　時文社　10月
「再生」『東亜日報』11.9～3.11／7.1～9.28
「H君을 생각하고」「文壇漫話」「밤차」「방딧불」
「舎監」「通学」「落胆하는자여」「断片」「小説選後言」『朝鮮文壇』11月号
「어떤 아침」「民謡小考」「義気論」「선물」「벗」
「흉년」「八十銭」「入山하는 벗을 보내고서 」
「小説選後言」『朝鮮文壇』12月号



	1925
	1.23～26
3.11
5.8
7.1
8月
9.18
9.28
9.30
10月
11.1
	前回島山から預かったメモを名前入りで『東亜日報』に四回連載しようとするが、発売禁止、押収、削除

「再生」連載中断
脊椎カリエスで片方の肋骨を取る手術を受け、百日あまり病床生活
　朝鮮に治安維持法の適用を発表（日本4.22交付5.12施行）
「再生」連載再開
朱耀翰が上海から帰国する
信川温泉で静養、「再生」脱稿
「再生」連載終了
「春香伝」連載開始
安昌浩の指示にしたがい、修養同盟会と同友倶楽部の合同交渉
上海で朴殷植が亡くなる

	「日記」「첫번쓴것들」「六堂崔南善論」「朝鮮文壇合評」「黙想録―日本갓던길에」『朝鮮文壇』3月号
「日記」『朝鮮文壇』4月号
「再生」『東亜日報』7.1～9.28　218回
「島山安昌浩先生에게」『開闢』8月号
「春香伝」『東亜日報』9.30～1926.1.3


	1926　
	1.6
1.6-7
1.26
4.1
5.10
5月
5.20
6.1
7月
7月
8月
10.30
11月
11.11

	総督府、新庁舎へ移転
修養同盟会と同友倶楽部が合同して修養同友会が発足する

1.6の議事部会議決定により修養同盟会の会歌を作る
　京城帝国大学医学部･法文学部開設
「麻衣太子」連載開始
安昌浩、上海にもどる

修養同友会機関紙『東光』創刊号刊行
京城帝国大学法文学部に選科生として入学

この月、肺病で京城医専病院に入院
朱耀翰、上海に行って安昌浩と会う
『東光』3号押収される
三防、薬水浦、釈王寺で遊ぶ
新幹会発起人大会
東亜日報編集局長に就任
議事会議が社稷町310番地で開催される
。

	「千里眼」『東亜日報』1.5～3.6(停刊のため未完)
「麻衣太子」『東亜日報』5.10～1927.1.9
5月『東光』創刊号：「合同과分離（山翁）」「무엇보다도」「個人의日常生活의革新이民族的勃興의根本이다（長白山人）」「芸術評価의標準（李光洙）」
6月『東光』2号：「당신은 주인임니까（山翁）」
「共同的信用을세우자（合同과分離続編）（山翁）」「東明聖王建国記（李光洙）」「사람잡아먹는파리」
8月『東光』4号：「合同의要件-指導者（山翁）」
9月『東光』5号：「浮虚에서떠나 着実로가자」 
10月『東光』6号「入院中에」
『新生活論』／『젊은 꿈』博文書館　10.5
11月『東光』7号「오늘의일은오늘에（山翁）」「禅婆（春園）」「李商在翁（李光洙）」　
12月『東光』8号「오늘의朝鮮学生（山翁）」「李昇薫翁」（削除）


	1927
	1.1
1.6
1.9
1.15
16
1.28
2.14
2.15
2.18
5.30
6月
8.12
9月
9.4
9.10
9.16-25 
11.29
12.17-8
12月
12.10
	『朝鮮民謡の研究』刊行
「流浪」連載開始
「麻衣太子」連載終了
修養同友会振興のための「振興方針研究委員」に任命され、朱耀翰らの過激な改革案が弾圧を招くことを恐れて反対する

会議、李光洙は欠席

肺病が再発し、このあと半年以上死線をさまよう

安昌浩、吉林での演説会で全員逮捕されるが、20日後に釈放（吉林事件）
新幹会が創立される
病気のため「振興方針研究委員」を辞任

次男鳳根誕生
白麟済博士祟三洞宅に起居して看病
信川温泉に静養に行く。劉相奎医師の看病を受ける
安岳の燃燈寺の鶴巣庵に逗留

肺病再発、大量の喀血をする
病気のために東亜日報編集局長を一時辞任
肺病、第3次再発

朱耀翰、安昌浩と話し合いのため上海へ

生後5ヶ月の鳳根を背負って許英粛が燃燈寺を訪ねる
　修養同友会、改定を会議案件として上程、朱耀翰ら3人に改定案を委任

上京し、京城医専病院に入院
　第5代総督、山梨半造（～1929.8）

	「朝鮮の民謡に現はれたる朝鮮民族性の一端」市山盛雄『朝鮮民謡の研究』坂本書店
「流浪」『東亜日報』1.6～31(病気のため中断)
1月『東光』9号「朝鮮青年의勇断力과忍耐力」（山翁）
2月『東光』10号「事業에對한責任心（山翁）」「尹致昊（李光洙）」
3月『東光』11号「自助의精神과互助의精神(山翁)」(削)「우리의修養運動의根本意를論하여（朱耀翰）」(削)
4月『東光』12号「楽観과悲観（山翁）」
5月『東光』13号
6月『東光』14号「社会改造과人格培養問題（山翁）」
(削)「願과念과勤（春園）」
7月『東光』「修養団体의나아갈길(朱耀翰)」
8月『東光』
9月『東光』発行停止


	1928
	1.2
7月
7.7

9月
10月
10.20
11.31
12月

	趙炳旭、上海へ行って安昌浩らと話し合う(-18)

健康回復し「病床語」を執筆
修養同友会　趙炳玉宅で臨時理事会議

「젊은 朝鮮人의 所願」発表
「病窓語」連載　釈王寺に行ってくる
朱耀翰、上海で安昌浩と話し合い、約法変更で同意
(-11.26) 
「端宗哀史」連載開始
水標洞の朱耀翰宅で理事会開催

	「젊은 朝鮮人의 所願」『東亜日報』9.4～19
「病窓語」『東亜日報』10.5～31
「端宗哀史」『東亜日報』1928.11.31～1930.12.11


	1929
	1.4
2.6
2.8
5.22
5.24
6月
7.11-12
8.17
8.20
9.5
9.26
9.30
11.3
11.23
12.11
	　元山ストライキ
腎臓結核のため「端宗哀史」中断


　安昌浩、唯一党創設にあたり、米国同志たちに手紙「米国に在留する同士各位へ」を送り、興士団の方向性を明らかにする
　
　2.8に水標洞の朱耀翰宅、9に漢城図書館で理事会
『朝鮮思想通信』の李壽昌訳『無情』連載が9日で終わり、「訳者へ一言」を寄稿
左の腎臓を切除する大手術を受ける
手術後性肺炎で苦しむ
西大門1-9で理事会開催。規約改定と名称の書面投票実施を決める

第6代総督、斎藤実（～1931.6）
「端宗哀史」の連載を再開する　
書面投票の結果、規約改定と同友会の名称決定

三男栄根が生まれる
興士団遠東委員部から本国へ『東亜日報』記者申彦俊を送り、政治活動をしないよう連絡

光州学生運動
修養同友会の名称を「同友会」に変更
　規約を約法とし、「新朝鮮建設の力量を増長する」と明記

「端宗哀史」連載終了　
	6月『三千里』創刊
7月「手術臺 위에서」『文藝公論』
「아프던 이야기」『東亜日報』7.16～22
「文學에 對한 所見」『東亜日報』7.23～8.1
9月「先覚者를 바라는 朝鮮」『三千里』
11月「愛人과 아내」『三』
『三人詩歌集』三千里社12月


	1930
	1.1
2.4
3.27
4.1
4.12
5.19
10.31
11.29
12月
	『群像』1部「革命家의 아내」連載開始
この月、学則により京城帝国大学から除籍処分

「革命家의 아내」連載終了
『群像』2部「사랑의 多角形」連載開始
『東亜日報』、米国ネイション紙主筆の創立十年記念祝辞掲載により停刊（～9.1）
 祟仁三洞李光洙宅で理事審査連合会を開き、弾圧を避けるために「新朝鮮建設」を「新文化建設」に変更
李舜臣遺跡巡礼に出る
「사랑의 多角形」連載終了
『群像』3部「상봉이네 집」連載開始
「妻」を『解放』に連載(未完)
	「革命家의 아내」『東亜日報』1.1～2.4
「사랑의 多角形」『東亜日報』3.27～10.31
4月「想屑」『大潮』2号
　「指導者及技術者養成」『三』
「忠武公遺跡巡礼」『東亜日報』5.21～6.8(?)停刊中
5月「上海에서」(再)『三』
7月「燃燈寺에서」『大潮』4号
　　「島山安昌浩의活動」「人生의香気」1『三』
9月「人生의香気」2 『三千里』
10月「上海・東京時의恋愛書簡」『三』
11月「人生의香気」3『三』
「상봉이네 집」『東亜日報』11.29～1931.4.24



	1931
	1月
5.16
5.22
6.17
6.26
7.2
7.16
9.18
	『東光』再刊
新幹会、本部臨時大会で解消を決議
次男鳳根、腸チフスにかかる
第7代総督、宇垣一成（～1936.8.5）
「李舜臣」連載開始
万宝事件、3日に仁川、5日に平壌で中国人暴行事件
東亜日報社、学生を動員してフ･ナロード運動を開始（～1934）
『三千里』9月号が金明植の「李光洙氏의<指導者論>批判」を掲載
満州事変勃発
	1月「続刊辞」「忍辱」「文芸漫談」『東光』
　　「上海法租界의孫逸山氏」『三千里』
2月「天道教大領鄭廣朝縦横観」「섬기는生活」「青年에呼訴함(山翁)」『東』
3月「「朴泳孝氏를만나이야기」「無名氏傳1」『東』銀行에 집을 잡히고」『三』
4月「最近十年間筆禍・舌禍史」『三』
巻頭言「団結工夫」「余의作家的態度」「非暴力論」「無名氏傳2」『東』
5月巻頭歌「우리의뜻」「無名氏傳3」「野獣에의復帰」「献身的精神의培養（山翁）」『東』
6月「無名氏傳4」『東』
「李舜臣」『東亜日報』6.26～1932.4.3
7月「指導者論」「李忠武公行録上」『東』
8月「朝鮮의青年은自己를超越하라」「李忠武公行録下」『東』
9月「金性洙論」『東』
10月巻頭言「基礎의準備」「露領情景」『東』
11月巻頭言「힘의찬미」「在満同胞에게急告」「생각키는亡命客들」『東』 12月「힘의再認識」『東』


	1932
	1.8
4.3
4.12
4.29 
5.11
6.7
7月
9月

9.27
12.26
	　李奉昌、桜田門で天皇暗殺未遂
「李舜臣」連載終了
「흙」連載開始　
尹奉吉、上海虹口公園の白川大将暗殺．直後、安昌浩フランス租界で逮捕
天香園で改造社の山本実彦社長を迎えて宋鎮禹主催の夕食会

安昌浩、国内に押送
崔曙海死亡
帰国する阿部と同行して社用で東京に行く。途中京都に滞在し京都貯蓄銀行の谷村氏の話を聞く。

この夜、改造社の山本社長の招待で星岡茶寮にて恩師吉田絃二郎のほか久米正雄、藤森成吉、佐藤春夫などに会い、ともに色紙を書く

安昌浩、懲役四年を宣告される
	1月「나의健康法」『東』
2月「黙想記録」「朝鮮民族運動의三基礎事業」『東』
3月「黙想記録(어린두병정)」「卒業하는兄弟여姉妹여」『東』「英雄主義와파시즘（金明植）」
4月「黙想記録」『東』「壽岩이의 일귀 멧절」『三』
「흙」『東亜日報』4.12～1933.7.10
5月「黙想記録」『東』
6月「옛朝鮮人의根本道徳와구실主義人生観」
「島山論」(削)｢島山安昌浩上海에서被促｣記事　「朝鮮徴兵制度萬一実施된다면」記事『東』
「朝鮮の文学」『改造』6月号

7月「新聞経営編輯座談会」『東』
8月「黙想記録」『東』「崔曙海回想記」『三』
9月「黙想記録」『東』
10月「黙想記録」『東』
11月「非常時의非常人」「나의하루」『東』
12月「学生에게보내는公開状-英雄이되라」『東』


	1933
	1.20

2.11
3.28
6月

7.10

7.10
6-7月
8.29

9.18
9.24
10.1
11.14
12.31
	『東光』通巻40号をもって終刊

同友会の理事長を辞任。李容卨が理事長に
　　日本、国際連盟脱退
『東光叢書』創刊（翌月、2号で終刊）

「흙」連載終了

　　方應謨、朝鮮日報社を買収
瀋陽、鞍山、大連等、南満州を周遊
東亜日報を突然辞任し、朝鮮日報社の副社長に就任

長白山人の筆名で「一事一言」執筆
長女廷蘭が生まれる
「有情」連載開始
朝鮮日報社長方應謨に安昌浩が出獄後は社長職を譲るよう提議するが拒まれ、辞表を提出するが説得されて撤回

「有情」連載終了
	「星丘茶寮의文人雅会」『新東亞』1月号
「朝鮮의文学」『三』3月号
「満州에서」『東亜日報』（8月9～23日）
「『흙』을 쓰고 나서」『三千里』9月号

「満州에서」『東亜日報』8.9～23
「一事一語」9.18～5.13（中断）
「有情」『朝鮮日報』10.1～12.31


	1934
	1.3
2.18
2.22
4月下
5.13
5.13
5.22
8月
9月
11月
11.1
	同友会会議
「그 女子의一生」連載開始
愛児鳳根が敗血症で突然亡くなる（6歳）
朝鮮日報社に辞意を表明
「그 女子의一生」「一事一言」連載中断
朱耀翰宅で同友会理事会開催、朱耀翰が理事長に
朝鮮日報社副社長を辞任
出家の覚悟で金剛山に行くが、栄根を連れて追ってきた許英粛に説得されソウルにもどる

興士団遠東支部の資金を国内移管して同友会会館を創建する計画を立てる
紫霞門の外の弘智洞に建てた山荘に移り住む
資金の移管を米国興士団に拒否される

満鉄、あじあ号運転開始
	「그 女子의一生」『朝鮮日報』2.18～1935.9.26
「나의 文壇生活三十年」『新人文学』7月号


	1935


	1.31
1.31
2.10
3月
4.13
4.19
8月
9月
9.26
9.30
10.9
12月
	次女廷華が生まれる（戸籍上はこうだが、実際には前年末だという）
　　宇垣総督、仏教関係者らを招き心田開発について討議

安昌浩、2年6ヶ月の服役で大田刑務所から仮出獄
安昌浩らと、平壌郊外にある安昌浩の先輩畢大殷の墓参
朝鮮日報社編集顧問として入社し、「一事一言」再開
「그 女子의 一生」連載再開
許英粛、日本へ研修に行く
安昌浩と開城を逍遥
「그 女子의 一生」連載終了
「異次頓의 死」連載開始
徳富蘇峰への手紙。（家族を釜山から送りだし李光洙だけ残る）
家族に会いに東京へ（～1月）。この年、朴定鎬が門下生になる
臨終が近い阿部充家を見舞う

	８


	1936
	1月
2月
2.28
4.12
5.1
5月
6月
8.5

9月中旬
10.17
10.28
11.11
12.12
12.21
12.22
	阿部充家死亡。蘇峰に会う
帰国後、孝子洞175番地に「許英粛産院」用地を準備
松苔荘に安昌浩を訪ねる（?）
　　2.28事件
「異次頓의 死」連載終了
「愛欲의 彼岸」連載開始
家族に会いに日本へ行く
阿部充家胸像建設のための発起人となる

藤森成吉、恩師の吉田絃二郎宅をおとずれる

帰国。弘智出版社を開業し『人生의 香気』を出版
南次郎、第9代朝鮮総督（～1942.5.29）

同友会、平壌の金東元宅で理事会　安昌浩が演説

宣川の呉順愛宅で同友会の会合、安昌浩最後の演説（?）

仁寺洞の天香園で同友会員113名を招集、安昌浩の講演
（?）
安昌浩、平南大同郡大寶面の松苔山荘に入居（?）

　　朝鮮思想犯保護観察令公布。21日施行
「愛欲의 彼岸」連載終了
「그의 自叙伝」連載開始
　　　この年、ただ一人の妹が満州営口で死亡
	「成造記」『三千里』1月号
「多難한 半生의 途程」『朝光』4月～6月
「愛欲의 彼岸」『朝鮮日報』5.1～12.22
「萬爺の死」『改造』8月号
「東京求景記」『朝光』9月～1937年1月
「그의 自叙伝」『朝鮮日報』12.22～


	1937
	2月
3.17
4月上旬
4月
4.14
4.24
5.1
5.1
5.20
5.27
5.28
6.1
6.7
6.10
6.16
6.28
7.7
7.27
8月
8.5 
8月
8.10
9月
10.2
10.12
11月
11.1
11.1
12.13

12.18
12.24
12.22
	南総督、朝鮮仏教三十一本山の住持会を開き、心田開発運動参加を要請
総督府、日本語使用の徹底の通知を各道に発す
松苔山荘へ安昌浩を訪ねる

総督府より会員金潤慶に心田開発講演参加の以来があったが拒否する
仮出獄思想犯処遇規定を制定公布
安昌浩が李光洙の朝鮮文藝協会加入を知り非難の手紙を書く

「그의 自叙伝」連載終了
京城ホテルでの朝鮮文芸会の発会式に不参加
授業以外の日本語使用を奨励
（日本）国家総動員準備の件公布　
「恭愍王」連載開始
　　近衛内閣成立
李光洙、朱耀翰ら11名が逮捕され鍾路署に留置

「恭愍王」連載14回で中断
安昌浩、曺晩植ら5名逮捕
金東元ら25名逮捕
盧溝橋事件。日中戦争起きる
　　南総督、定例局長会議で内鮮一体運動を進めると強調

　　『緑旗』8月号に元永燮の「真の日本を知るまで」
　

被疑者として西大門刑務所に収監される
病気のために病監へ移される
ソウル支会関連者55名が拘束される
（日本）内閣情報部設置
「皇国臣民の誓詞」を制定公布
（日本）国民精神総動員中央聯盟結成
『緑旗』11月号に津田剛の「内鮮一体論の勃興と我等の使命」

平壌･宣川支会関連者93名が拘束される
鍾路警察署、被疑者全員の審問を終えて京城地方法院検事局に送致

南京陥落。虐殺事件
病保釈となり京城医専病院に入院
安昌浩、病保釈で京城帝大病院に入院
総督府、国民精神総動員徹底強化に関する臨時各道知事会議を開催

	「東京文人會見記」『朝光』3月号
「恭愍王」『東亞日報』5.28～6.10（中断）



	1938
	1月
1.7

1.16

2月
3.10
3.22
4.1
4月
5月
6月
7.29
8.15
8月
9月?
10月
11.3
12.14
	鍾路警察署、李光洙、安昌浩、朱耀翰等42名を送致、あとは釈放

元永燮『朝鮮人の進むべき道』が刊行される

　 第一次近衛声明（国民政府を体手にせず）
『緑旗』2月号に元永燮「緑旗連盟の朝鮮に於ける役割」　
安昌浩、死亡
安岳支会関連者33名拘束される(?)

国家総動員法公布
中編「無明」と長編「사랑」執筆に着手
　　（日本）国家総動員法施行　
6月初め、許英粛産院オープン
予審保釈、退院して紫霞門外の山荘にもどる
同友会事件予審決定で起訴される
「사랑」上巻を脱稿
『緑旗』8月号に元永燮「私の夢」

晩秋、金東仁が紫霞門山荘を訪れ、同友会事件について相談

『사랑』（上巻）を『現代傑作長編小説全集』第1巻として刊行。
明治節、裁判所の許可を受け、釈放された28名の同友会会員とともに思想転向会議を開催。皇居遥拝、君が代斉唱、皇軍戦没将兵への黙祷などの儀式をおこなったのち朝鮮神宮に参拝をしてから、思想転向申述書を裁判所に提出し、国防献金を行なう

　　近衛文麿、東亜新秩序建設声名
「時局有志円卓会議」で日本人になることを決心したと述べる
。
	1月　詩「배」「들물에」『三千里文学』
自作の弁「<할멈>과 <방황>」『朝鮮日報』2.
4月「春園文学選」『三千里文学』
漢詩「病中吟」『朝光』9月
『사랑』(上巻)『現代傑作長編小説全集』第1巻博文館
11月「높은사랑을 向하여」「病床日記」『三千里』
/「心懐/天地/꿈/병든몸」『朝光』/「발자욱」『女性』
12月「긴긴 밤/잊은 뜻」『朝光』
　　 「春園念仏百首」『三千里』


	1939
	1月
1月
2月
3月
4月
5月
5月
5.11
5.11
5.29
6.15
6月
7月
7月
7.8
8月
9.1
10月
10.17
11月
11月
12.8
12.12
	短編「無明」を『文章』に発表
　　『緑旗』1月号に津田剛「東亜共同体の建設と内鮮一体の完成」

長編『늙은 窃盗犯』を『新世紀』に連載（未完）　
　　徐椿「朝鮮に於ける愛国運動」『緑旗』3月号
皇軍慰問文壇使節として金東仁らを送る会に出席

門下生朴定鎬を満州に送る
「사랑」下巻の執筆終了
仏書等参考書を読破して「世祖大王」執筆に着手
紫霞門山荘を売却して、孝子町に引っ越す
　　『緑旗』5月号に「国語常用について内地学生に望む」玉木仁
短編「꿈」執筆
ノモンハン事件（～9月）
南総督、内鮮一体を訓示
扶余神社が官幣大社として創建される
『無情』が映画化、上映される
許英肅産院順調
金龍済が『緑旗』7月号に「戦へる文化理念」

国民徴用令公布
『緑旗』アンケート「内鮮一體は何から始むべきか」

ドイツがポーランドに侵攻、第2次世界大戦が始まる
『緑旗』尾高朝雄「朝鮮に學ぶ學生諸君へ」

朝鮮文人協会の発起人、会長になる

許英粛、関節炎で入院
　　津田剛『内鮮一体論の基本理念』（今日の朝鮮問題講座１）刊行
京城地方法院、41名全員に無罪を宣告。検事局即日控訴
『京城日報』に一家そろって‘香山姓’への記事

	1月「無明」『文章』/「箱根嶺의少女」『新世紀』/「朴龍喆君」『博文』/「述懐」『朝鮮文学』
2月「늙은窃盗犯」『新世紀』/「折にふれて歌へる」『東洋之光』
3月「봄과 님」『新世紀』
「無佛翁の憶出」『京城日報』3.11～17
4月「大聖釈迦」「기다림」
「초라한 나/단장을 버리나이다/집도 다 없어도/헛애 켠가/하나님/여름벝」『三千里』
4月から『國民新報』にコラム連載
7月「文壇使節의 意義」『三千里』
「꿈」『文章』
8月「山家日記」『東洋之光』
　　『半島江山』永昌書館
9月「鬻庄記」『文章』
11月「玉蜀黍」『総動員』1-6
11月「文学の國民性」『京城日報』11.14～17
　　「無明」（金史良訳）『モダン日本朝鮮版』掲載



	1940
	2.11
2.12/19
2.22

3月
4/10
6.17
6.25
7月
8月
8.6
8.10
9月
10/10
10月
12月

	香山光郎と創氏改名する
　「無明」が第1回朝鮮藝術賞を受賞

徳富蘇峰に書簡で創氏改名を報告
朝鮮文人協会‘文士部隊’として志願兵訓練所に第1回一日入営見学

『緑旗』に「心相触れてこそ」を連載（～7月号まで5回）
『嘉実』（「無明」収録）、モダン日本社から刊行

　　フランスが降伏
『有情』、モダン日本社から刊行
「世祖大王」を『新選歴史小説全集』第5巻として博文館から刊行
　　近衛内閣成立
菊池寛が文芸銃後運動で小林秀雄らと訪韓。文芸座談会開催

『東亞日報』『朝鮮日報』廃刊
京城覆審法院第2審で41名全員有罪宣告。李光洙は5年刑
。上告
『土』『無情』等十種あまりの著作が発売禁止処分となる
（?1941年『新時代』に『無情』の広告がある）
　　三国同盟締結
『愛　前編』、モダン日本社から刊行
国民総力聯盟発足
皇道学会発足
	1月「朝鮮文化の将来」『総動員』1.7
2月「創氏와 나」『毎日新報』2月20日
    「亂啼烏」『文章』
3月「옥수수」『三千里』
「内鮮一體と朝鮮文學」『朝鮮』
「心相触れてこそ」『緑旗』3月～7月
「京城の春―わが町わが山河」『東京朝日新聞』4.28～29
「山寺の人々」『京城日報』夕刊5.17～24
7月「金氏夫人傳」『文章』
　　『世祖大王』
　　「母, 妹, 妻에게」『三千里』
8月「我が交友録」『モダン日本』
「座談会」『京城日報』8.13～20
9月「内鮮青年に寄す」『総動員』
「同胞に寄す」『京城日報』10.1～8
10月「志願訓練所の一日」『国民総力』2-11
11月「顔が變る」『文藝春秋』



	1941
	1月
1月
1.16
1.20
3.6
3.7
4月
5.15
10月
10.18
11.17
11月
12.8
12.24

	『新時代』創刊号に「그들의 사랑」を連載
『国民文學』創刊
中央協和会のために「内鮮一体随想録」を執筆
『同胞に寄す』、博文書館から刊行
『愛　後編』、モダン日本社から刊行
　　総督府、朝鮮思想犯予防拘禁令を公布
『緑旗』中表紙の「緑旗連盟綱領」が「皇国臣民の誓詞」にかわる
治安維持法施行改定案が公布される
『新時代』に「봄의 노래」を連載
　　（日本）東条英機内閣成立
府民館で朝鮮臨戦報國団発団式。生活部長になる
同友会事件、京城高等法院で証拠不十分のため全員無罪結審
「元暁大師」執筆に着手
大東亜戦争が始まる
（日本）文学者愛国大会開催
	1月「新体制下의 芸術의方向」『三千里』
「그들의 사랑」『新時代』1月～3月（未完）
「重大なる決心―朝鮮の知識人に告ぐ」『京城日報』1.21～24
2月「内鮮一体随想録」『協和事業』3-2中央協和会
3月「行者」『文學界』
5月　協和叢書第5輯「内鮮一體随想録」中央協和会
10月「半島の弟妹に寄す」『新時代』
「봄의 노래」『新時代』10月号～1942.8月号
12月「家訓」『新時代』



	
	

	


	1942
	2.15
3.1
5.8
5.16
5.26
10.31
11.1-13
12月

	　　シンガポール占領
「春園・朱耀翰講談録」『新時代』2月号
「元暁大師」『毎日新報』に連載開始
　　2年後に朝鮮で徴兵令施行の発表
　　（日本）ゾルゲ事件発表
　　（日本）日本文学報国会創立総会
「元暁大師」連載終了
第1回大東亞文学者大会に出席
　山崎俊夫と再会
　
　昭和21年より朝鮮での義務教育を実施すると公布

	1月「家訓（續）」『新時代』
「元暁大師」『毎日新報』3.1～10.31
「大東亞精神（上）（下）」（大東亞文学者大会の発言）『京城日報』11.11～12


	1943
	4.10
4.16
5.4
6.6
8月
9.8
11月
　　
	朝鮮文人報国会発足
平壌府水玉町東陽旅館に滞在の記事

息子の江西中学入学のため江西郡江西邑に仮寓の記事

宿痾のため江西で療養中の記事

第2回大東亜文学者決戦大会
イタリア無条件降伏
日本で、半島出身学徒に対し志願兵を勧誘する

8日、崔南善、金明學とともに日本へ
関西を経て12日に上京。神田錦町の昌平館で日夜訪ねてくる学生たちと膝を突き合わせて「志願兵」座談会

21日午後2時、明治大学講堂で朝鮮奨学会主催「半島学徒激励講演会」で三千名余りの男女学徒を前に激励演説

	1月「家庭小説　綿花」『放送之友』創刊号1-1
「三京印象記」『文学界』
「感想に代へて」（大東亞文学者大会と朝鮮の作家たち）『朝鮮画報』
「美しき美―躍動半島④」『朝日新聞』南朝鮮版朝刊1.9
3月「大東亞精神の樹立に就いて」『大東亞』
4月「起上がる農村」『京城日報』朝刊4.17～18
6月18日「江西にて」『京城日報』朝刊
8月「山國の旅」『文化朝鮮』
9月「いくつかの無駄」『金融組合』
10月「蠅」『国民總力』
　　「加川校長」『国民文学』
11月「兵になれる」『新太陽』
12月「大東亞」『緑旗』


	1944
	3月
7.10
7.16
7.18
10.25
11月
11.24

	妻の勧めで、揚州郡真乾面思陵里520番地に家を建て、満州から帰った朴定鎬と農業をする
（現在　경기도 남양주시 진건읍 사릉리  520 번지, 472-833）
　　（日本）『中央公論』『改造』廃刊勧告
　　サイパン島陥落
　　東条内閣総辞職
　　
特攻隊出撃
中国南京で開かれた第3回大東亞文学者会大会に出席

　　B29による東京空襲始まる
	1月「放送小説　帰去来」『放送之友』2-1
「四十年」『國民文学』（未完）
5月『半島作家短篇集』朝鮮図書出版
6月「元述の出征」『新時代』
7月「反轉」『日本婦人朝鮮版』
8月「青年と今日」『新時代』
9月「戦争と文學」『新時代』
　　「防空小説　防空壕」『放送之友』2-9
10月「半島青年に寄す」『新時代』
10月「少女の告白」『新太陽』



	1945
	2.4
3.31
5.7
7.26
8.6
8.8
8.9
8.15
	ヤルタ会談
米軍、沖縄上陸
ドイツ降伏
ポツダム宣言発表
広島に原爆投下
ソ連、対日本参戦
長崎原爆投下
日本、ポツダム宣言受託。終戦の詔勅。　解放
思陵で蟄居をつづける


	1月「勤労小説　區長님」『放送之友』3-1
    「명랑한 세상」『放送之友』3-1
7.1-7.5「疎開記」『毎日新報』



	1946
	1月
3月
8月
9月
10月
	石枕で寝ていたため顔面神経痛となり、また高血圧で苦しんで孝子洞の許英粛産院で治療する
牛を飼って農業に専念する
「革命家の妻」を再刊行
同い年の従弟、耘虚大師を頼って奉先寺に行く（2日）
耘虚大師が創立した光東中学で英語と作文を教える

紅葉のころ、家族が奉先寺を訪ねる
ふたたび筆をとり「石枕」の随筆を書きはじめる
	

	1947

	1月
5月
6月
9月
12月
	興士団の依頼で『島山安昌浩』の執筆にとりかかる
『島山安昌浩』刊行
『꿈』刊行
自伝の執筆をはじめる
『나・少年篇』刊行（24日）
	

	1948
	2月
6月
8月
9月
10月
11月
12月？
	『돌베개』その他詩作
随筆集『돌베개』刊行
大韓民国独立宣布（15日）
孝子洞にもどる
『流浪』(상봉이네 집)刊行
国会で反民族行為処罰法が制定される（22日）
『나・스무살고개』刊行
『先導者』刊行
『나의 告白』刊行
	

	1949
	1月
2月
3月
8月
12月

	反民族行為処罰法により崔南善とともに西大門刑務所に収監（12日）
栄根が血書を提出、15日に出監
自宅で蟄居し、『사랑의東明王』の執筆をはじめる
反民族行為特別調査委員会が不起訴を決定（29日）
『사랑의東明王』脱稿（17日）
	

	1950
	1月
2月
3月
4月
6月
7月
9月
10月
	太陽新聞に『서울』の連載をはじめる（未完）
最後の誕生パーティ　백인제, 박근영, 백용제参加
『사랑』再刊行 
『有情』再刊行
22日に高血圧、肺炎で病床に臥し、6・25勃発
12日、人民軍に連行される
16日、平壌監獄で桂珖淳と会う（桂珖淳氏の証言）
15日、仁川上陸作戦
20日、国連軍が平壌を制圧
25日、李光洙死亡（1991年、北朝鮮側が李栄根氏に説明）
江界付近で凍傷にかかって動けなくなり副首相の洪命憙に連絡、洪命憙が自分の宿所に連れてきて人民病院に入院させたが死亡したとのこと。
	

	1978
？
	
	延辺にいる作家金学鉄より手紙。北京大学にいてから病気悪化のため1963年ころ北京病院で亡くなったとのこと。（手紙保管）
申相玉が監獄で聞いた話。絶対協力しないと言明して山奥に追放され、64年か5年頃に死亡した。


	


本表［李光洙の第二次留学時代年表］作成にさいしては、『學之光』のほか、官憲側資料として大正6年5月31日調べ・警保局保安課「朝鮮人概況第一｣（註では概況１と略記する：荻野富士夫編『特高警察関係資料集成　第32巻』　不二出版　2004　所収）と大正7年5月31日調べ・警保局保安課「朝鮮人概況第二」（註では概況2と略記する：朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成　第1巻』　三一書房　1975　所収）および大正9年6月30日調べ・警保局保安課「朝鮮人概況第三｣（註では概況3と略記する：同上）を参考にした。
〔主要参考文献〕
①金源模『영마루의 그름』（註に数字のみ表示してある場合はこの著書の頁数を意味する。ただし筆者はこの典拠文献を直接確認していない）　②李光洙全集20巻「年譜」　③親日反民族行為真相糾明報告書　④巌谷大四『「非常時日本」文壇史』中央公論1958　④島山安昌浩資料集<1>（朝鮮総督府警務局所蔵秘密文書）国会図書館1997
� 「雑報」『太極学報』第6号　明治41年2月　p.53


� 「雑報」『太極学報』第7号　明治41年3月　p.56-7


� 「明治学院普通学部規則」によれば入学試験が9月10日、学期始が翌11日になっている。『白金学報』第14号　p.24


　入学金は1円50銭、授業料は1学期と2学期が10円、3学期が7円50銭　p.23　


� 「明治学院寄宿舎細則　第1条　本学院生徒にして、父兄親戚等に遠かり直接監督者なき者は寄宿せしむ」『白金学報』第14号　p.25


　寮費は一カ月1円50銭、食費が5円　


� 全集年譜／金九『白凡日記』東洋文庫、p.162／崔珠澣「중학시절과 오산 시절 전후의 이광수」『春園研究学報』　p.274-276


� 『白金学報』第17号　明治42年3月　p.83


� 『白金学報』第18号　明治42年7月　p.73


� 全集年譜／崔珠澣「중학시절과 오산 시절 전후의 이광수」第6回春園研究学会発表要旨　p.137-138


� 『學之光』3号「學友会創立略史」に、壬子秋に親睦会、同志会、倶楽部などの分立時代が復興し、癸丑（1913年）秋に至って7団体（略）が会同して和気藹々裏に留学生総団体が組織されたのが学友会の新紀元だとあるが、『學之光』5号の「日本留学生史」p.15には壬子年とあり、概況１　p.55にも大正元年10月27日とあるので、1912年創立の方が正しい可能性が大きい。


� 이상경(2000B:48) ／羅英均・小川昌代訳(2003:25)／概況1　p.56　　羅景錫は鄭泰信が1914年1月に組織した在阪朝鮮人親睦会を、彼の出国により1915年1月から引き継いで主宰した。推測だが、自分と離れて暮らすことになる羅蕙錫を彼は崔承九に託したのではないか。なお『學之光』第4号（1915年2月）「低級의生存慾」にはひと月以上前から京城で病院通いをしたあと収穫に立ち会ったことが語られているので、1914年秋には韓国にいたことになる。　


� 『學之光』3号　消息欄


� 『學之光』3号　消息欄


� 『學之光』3号　消息欄


� 『學之光』3号　消息欄


� 『學之光』3号　消息欄


� 『學之光』3号　消息欄　青年会館の住所は神田区西小川町2丁目5番地


� 『學之光』4号   消息欄


� 『學之光』4号  消息欄


� 『學之光』4号　消息欄


� 『學之光』4号　消息欄


� 『學之光』4号　消息欄


� 『學之光』4号　消息欄


� 『學之光』4号　消息欄


� 『學之光』5号　消息欄　金淑卿、金貞和、金弼禮、崔淑子の発起で、金貞植宅で開催。名称は女子親睦会、会長に金弼禮が選ばれた。


� 『學之光』5号／概況1　p.59　こちらは4月9日になっている。出席者約120名。明治大学学生宋鎭禹の演説の一節収録


�  概況 p.59


�　概況1　p.56　羅景錫が9月中旬に急遽帰国したあと在阪朝鮮人親睦会は自然消滅したと記されている。　


�  1975　年又新社全集年譜では渡日の時期は明示されず、7月に金炳魯（明大法科）・田栄澤（青山学院）・申錫雨（早大政経科）らと交友し、8月の第一子誕生をはさんで9月に渡日、早大高等予科に編入学（30日）とある。なお、宋鎭禹が『三千里』1935年6月号に書いている「交友録」によれば、崔南善の光文会で李光洙と出会った彼は、東京で勉強したいという相談を受けて、自分のグループが中央学校（のちの普成専門学校）を入手したあと、中央学校校費生として東京に留学させたという。（55頁）


�  概況1　p.55　／概況2　p.49　朝鮮学会の設立は、『學之光』の消息欄には1916年1月29日設立とあるが（註□参照）、概況1と概況2では1915年末とされており、『朝鮮半島近現代史年表』（原書房　1996）では1915年11月10日となっている。　


�  概況1　｢大正三年（月日不詳）ノ創刊ニ係ル月刊雑誌『学之光』ハ學友會（本章第二（二）参照）ノ機関雑誌トシテ発行セラレツツアリ同誌ハ創刊以来断続常ナク大正六年四月二十二日迄ニ号ヲ累ヌルコト十二号其ノ間発売頒布禁止処分ニ付セラレタルモノ第五号（大正四年五月二日発行）、第七号（大正五年一月二十一日発行）、第八号（大正五年三月五日）、第九号（大正五年五月二十三日発行）、第十号（大正五年九月四日発行）ノ五部ナリシカ斯クテハ経費ノ関係上自然発行を継続スル能ハサルニ到ラムコトヲ慮リ発行人玄相允（甲号早稲田大学生）ハ寄稿原文中治安ニ妨害アルカ如キ不穏ノ字句ハ努メテ之ヲ改竄掲載スルコトトナシタルノ結果最近発行ノモノハ内容稍ゝ穏健ニ趨キタルノ跡ナキニアラサレトモ仍適ゝ国権回復等の意味アル文章ノ混淆セルヲ認ムヘシ｣とあり、発禁になった号と刊行日が明示されている。ただし『學之光』5号は復刻本が残っている。


�　『學之光』8号　消息欄／概況1　p.59　李光洙の演説内容が収められている。タイトルからは『學之光』8号に掲載された「살아라」との関係が類推されるが少し違っている。（警保局の記録は聞き書きなのでズレがあるのかもしれない）


� 『學之光』8号　消息欄


� 『學之光』8号の消息欄に「1月29日、留学生中の有志十名余りが朝鮮学会を設立。その主旨は産業教育宗教社会制度等、朝鮮で現在緊急切実な諸問題を研究することである」とある。また、『學之光』10号の消息欄には「遠いところに来ている人間の共通の弊点は故郷の事情に暗いことである。これに対して思うところがあり、留学生中の有志が朝鮮学会を（今年1月に）設立した。その目的は新学問の光で朝鮮事情を研究することである。すでに3回開催して、李光洙・盧翼根両君は農村問題に関して、張徳秀君は植民に関して研究を発表した」とある。『學之光』8号には「龍洞（農村問題研究に関する実例）」という論説が흰옷の名で掲載されているが、これが朝鮮学会での李光洙の発表内容ではないかと思われる


� 『學之光』8号　消息欄


� 同上


� 同上　申翼熙が会長、鄭魯湜が総務に選ばれた。


�  概況1　p.57


�  概況1　p.57 内容の一部が紹介されている


�  概況1　p.59


�  概況1　p.60　金明植の演説の一節収録「吾人の為には敵国に等しき此の地に在りて、しかも彼敵人より万事の指導を受くる身はその感慨もまたいっそう無量なるものなくんばあらず。（後略）」


�  概況1　p.60　張徳秀の演説「青年よ、吾人の恥辱は何か」の一節収録


�  概況1　p.60　出席者、「将来朝鮮同胞の為死を期して活動すること」「任官せざること」を誓約　談話の一部収録


�  概況1　p.60　


�  概況1　p.61　張徳秀の送辞、金貞植の答辞


� 「無佛翁の憶出（一）」『京城日報』1939年3月11日


� 『學之光』11号　消息欄


� 『學之光』11号　消息欄


�　概況1　p.61　『學之光』11号の消息欄には「10月12日に帰国」とあるだけで、歓迎会の日付はない。白南薫の演説一部収録


� 『學之光』11号　消息欄　＝10月25日　概況1では10月26日（日）になっている（p.61）


� 『學之光』11号　消息欄　／概況1  p.62　


� 『學之光』11号　消息欄


� 『學之光』11号　／消息欄　概況1　p.62　白南薫司会、張徳秀演説の一部収録


� 『學之光』11号　消息欄


�  概況1　p.63　『學之光』11号には11月下旬来着とのみ記載


�  概況1　p.63


�  布袋敏博氏が米国ワシントンの議会図書館で発見した（「『学之光』小考」『大谷森繁博士古稀記念朝鮮文学論叢』白帝社　2002）　　　


�  文末に（1917,1,17東京麹町에서）とある。「麹町」は留学生監督所の寄宿舎と推定される


� 『學之光』12号　消息欄　講演題目「朝鮮青年と基督教」


� 『學之光』12号　消息欄


� 『學之光』12号　消息欄


� 概況1　p.63


� 『學之光』12号　消息欄


�  概況1　p.63


� 『學之光』12号　消息欄　明治学院総理井深梶之助が講演


�  概況1　p.63   ／『學之光』12号　消息欄


� 『學之光』13号　消息欄


� 『學之光』13号　消息欄　内村鑑三、吉野作造、小松武治、李如漢の講演　参加者29名


� 『學之光』13号　消息欄


� 『學之光』13号　消息欄


�  概況1　p.64　／『學之光』13号　消息欄


� 『學之光』13号　消息欄


� 『學之光』13号　消息欄


� 『學之光』13号　消息欄　「早稲田大学文科哲学科に在学する李光洙君は特待で進級」とある。ほかに玄相允、金輿濟、宋繼白が優等で進級。


� 『學之光』13号　「卒業生諸君에게 들이는 懇告」の末尾には（1917,6,18夜）と記されており、「쓰고안줄 時間이 업서々 이만하고 그팁니다」という記述から出発の直前に書いたものと推測される。なお「五道踏破旅行」の第1信は6月26日午後に鳥致院で書かれて29日の『毎日申報』に掲載されている


� 『學之光』13号　消息欄 申翼凞が「朝鮮古来の外国について」講演した


� 『毎日申報』1917.6.29～9.12


� 『毎日申報』1917.9.15


� 文末に丁巳九月とある。


� 『學之光』14号　消息欄　編集部長は崔八鏞


�『學之光』14号　消息欄


�  文末に（10,16,東京서）とあり、1917年と推定される


� 『女子界』2号　消息欄


� 『學之光』14号　消息欄　9月29日に哲学博士元田作之進、10月27日に早大教授大山郁夫と李光洙、11月10日に神学博士井深梶之助が講演した


� 『學之光』14号　消息欄では「朝鮮基督教に対する講演があった」／概況2　p.70　（朴慶植『在日朝鮮人関係資料集成第1巻』三一書房、1975）では講演内容も紹介されている　　


� 『學之光』14号　消息欄　／概況2　p.66  


� 『學之光』14号　消息欄　／概況2　p.72　金永燮と金裕淳の演説内容収録


� 『學之光』14号　消息欄　


� 『學之光』14号　消息欄　崔図善、李光洙、玄相允、金輿濟に朝鮮総督府が褒賞を出し、早稲田大学が伝達式を行なった。


� 『學之光』14号　消息欄／概況2　p.72　何人かの演説内容収録


� 概況2　p.69


� 『學之光』14号　消息欄／概況2　p.72　内容収録


�  概況2　p.73　内容収録


� 『學之光』15号　消息欄／概況2　p.67　p.73　内容収録


� 『學之光』15号　消息欄／概況2　p.66　p.74　


� 『學之光』15号　消息欄／概況2　p.74　何人かの演説内容収録


�　この号も布袋氏が米国で発見したが、奥付がないため刊行日は不明。新年の挨拶があるので、1917年1月の発行ではないかと推定される。他の年を見ると新年号は1月発行が多い


�　概況2　p.65　会長　フィッシャー　幹事　白南薫　


� 『學之光』15号　消息欄　吉野作造が「戦後警醒」、聖公会監督セスルが「欧州戦争と基督教」


�  概況2　p.67  役員改選


� 『學之光』15号　消息欄　ロベール氏が「近代偉人」、ハプションモール氏が「教育の意義」


�  概況2　p.66　／『學之光』15号　消息欄　編集部長は崔八鏞


� 『學之光』15号　消息欄　


�  概況2　p.69　「大正七年二月末李光洙（甲号）ニ月手当二十円ヲ給シテ編輯部員ニ加ヘ一面同誌ノ内容ヲ充実セシムルコトトシタル」


�　崔南善　「病友생각」『青春』13号　1918.4　p.150　朝鮮に来る前、熱海に転地療養していたとある　


�  概況2　p.68


� 『學之光』17号／概況2　p.75　金永燮の演説要旨収録





� 『學之光』17号　午前は林鍾純、内村鑑三その他による聖書研究、午後は各大学教授等名士による講演


� 『學之光』17号／概況2　p.66


� 『學之光』17号　一等は早大生崔八鏞／概況2　p.75　崔八鏞と尹昌錫の演説内容収録


� 『學之光』17号　消息欄／概況2　p.75


� 『學之光』17号　消息欄／概況2　p.75　白南奎の歓迎辞収録


� 『學之光』17号　消息欄／概況2　p.76　金度演と玄相允の答辞収録


� 『學之光』17号　消息欄／概況2　p.76　概況では15日になっており、実業視察に来た朴珥圭と金綴洙の談話を収録してある　


� 『學之光』17号　消息欄


� 1918年書簡　1963年三中堂全集18巻p.445


�  このとき許英粛は沼津市諏訪の富士山が見える海辺の旅館で療養する予定の李光洙と8月24日朝に別れて朝鮮に向かった。同上p.448


�  同上p.452


� 17号の編集餘言によれば押収は6月1日


� 99『我が告白』全集13，238頁。政庁は金神父路22号（現瑞金二路22号甲号）


� 112


� 韓国民俗文化大百科事典　http://encykorea.aks.ac.kr/Contents/Index?contents_id=E0047510


� 同上


� 399


� 331


� 244


� 358　斎藤実文書p.742


� 335李明花「興士団遠東臨時委員部와 島山安昌浩의 民族運動 」「島山安昌浩의 独立運動과 統一路線」独立記念館


� 336同上『차리석 생애와 민족운동』（独立記念館韓国独立運動史研究所1997）


� 


� 주요한 『安島山全書上』 p.353


� 奉天から夜汽車で鴨緑江を越えて宣川の近くまで来たとき移動警察に捕まり、新義州に連行された。『我が告白』／『朝鮮日報』1921年4月3日付記事


� 82


� 360『東亜日報』10.19


� 全集年譜／372-382 斎藤実文書


� 360『独立運動資料集』（独立運動資料編纂委員会1997）12巻／p.376　未確認。1922年9月22日の会見は斎藤日記で確認済み。


� 394


� 413


� 全集年譜


� 370 金源模はこう書いているが、「白岳山人」の筆名が李光洙のものである証拠はない。むしろ時期的にこれを李光洙が書いたと推論するのは難しいように思われる。なお姜東鎮の『日本の朝鮮支配政策史研究』359頁にこの記事が引用されている。


� 1922年4月29日付け東京にいる許英肅宛の手紙に「「民族改造論」は『開闢』が懇願するので渡した。多分80円か90円はくれるだろう」とある。


� 417


� 全集年譜


� 『斎藤実日記』憲政資料室


� 362　p.443では2月になっている。おそらく全集年譜に従ったのだろう。p.362の方が根拠が明らかである。


� 450


� 421　『思想彙報』（朝鮮総督府高等法院検事局思想部）24（1940.9）1923年2月になっている／朝鮮総督府『最近における朝鮮統治状況(1938)』巌南堂書店1966　p.366　1923年3月になっている／『仁村金性洙傳』1976　p.263　1923年10月になっている　


�「東京の思ひ出」『三千里』14-1、1942年1月、p.79　大正12年の震災直後に行ったと明記。あるいはこのとき東京を経由して北京に行ったのではないか。　


� 全集年譜に記載があるが根拠は不明。前年の北京行は記載されていないので、その間違いの可能性あり。　　　


� 이형식편저『斎藤實・阿部充家옹복서한집』아연추반부 고려대학교 아세아문제연구소 2018.6、344頁


� 496-502　『東亜日報』1925年1月23日、24日、25日の3日間掲載。26日に掲載禁止記事


�1月6-7日『修養同友会議事部会議録」『島山安昌浩資料集<Ⅱ> 』p.40。『思想彙報』第24号、1940.9　p.193。6日は京城府西大門1-9漢城医院、7日は祟三斎で開催。議事部員には「李光洙（有故）」として金昌世が入っている。李光洙はこの日欠席のため魯基禎が臨時議長をつとめている。


� 529


� ソウル大学法学部教授の崔鍾庫の調査により、李光洙は京城帝大が開設されたこの年6月1日に在学番号１番で選科生として入学したが、肺病のために1926年9月から28年3月31日まで4期にわたって休学し、結局、30年1月に学則によって除籍された。


�前掲議事録p.41　出席者4名　会の細則と規程起草委員として朱耀翰が入る。（議長：金昌世、記録：朱耀翰）


�『島山安昌浩資料集』Ⅰ p.236


�『島山安昌浩資料集』Ⅱ　p.42


�「燃燈寺에서」『大潮』1930年7月


�『島山安昌浩資料集』Ⅰ p.238


�「山菊――燃燈寺追憶의一節」全集14　p.321


� 523


�『島山安昌浩資料集』Ⅰ p.237


� 553


� 4月に斎藤実がジュネーブ海軍軍縮会議出席中、陸軍大将宇垣一成が総督臨時代理となっているので、これが5代総督


�『島山安昌浩資料集』Ⅰ p.238


�『島山安昌浩資料集』Ⅰ p.239


� 同上


� 583-590　「わが興士団は修養を目的として成立した団体ではなく、韓国の革命を根幹とした闘士を養成しようという、いわゆる革命訓練の団体である」「わが興士団は革命を中心として闘士の人格を訓練し、革命闘士の結合のために成立した団体だといわねばならぬ」


�『島山安昌浩資料集』Ⅰ p.240


� 同上


� 561　


� 566


� 563　524頁では1927年11月23日に約法を改定したとある。不明だが時間的に見てこちらのほうが信憑性がある。要確認


� 山本実彦『満鮮』改造社　1932年10月22日発行／韓国地理風俗誌叢書165　pp.22-25


� 「星�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ママ),丘)�茶寮의文人雅会」『新東亞』1933年1月号　全集16　pp.401-404　なお1942年の大東亞文学者大会のあと書いた「三京印象記」には春日神社に「十年前一度お参りしたことがある」とあるので、この訪日時、奈良へも足をのばしたようである。


� 1933年3月に韓国語版を『三千里』に掲載。「朝鮮의文學」全集16　pp.198-205


� 『三千里』1935年2月号「담배한대피어물고」欄に載った「李光洙氏와徳富蘇峰」という記事によると（156頁）、朝鮮日報副社長当時、李光洙は社長の方應謨と取締役の高一清とともに広告主らと会うために東京に出張して帝国ホテルの豪華一等室に宿泊し、そのさいに蘇峰にも会った。その後、李光洙が弘智洞に家を建てたとき、蘇峰が「白雲悠々」という書を郵便で送ってきたという。


� 731-2　このとき朱耀翰は辞意を撤回せず辞任


� 723


� 723-26


� 782


� 「無佛翁の憶出5」『京城日報』1939年3月16日／『日本語作品集1939-1945』評論随筆篇3


� 報告書


�「東京求景記」『朝光』1936年9月号　全集18　pp.283-301　「東京文人會見記－東京求景記의継続－」同11月号　全集16　pp.416-423。　「星丘茶寮의一夜」のあと吉田絃二郎と藤森成吉を「6月のある雨の日」に訪ねたとある


� 751


� 754　『独立運動史資料集』（独立運動史編纂委員会）昭和15年刑控第17～20号


� 753


� 747?　『東亞日報』1935.2.13


� 全集年譜　『나의告白』全集13　p.254に「오월초생」とあるが、これは陰暦と思われるので4月になる。『나의告白』によれば、このとき安昌浩は5月20日ころ上京するから会員を集めるよう言ったが、体調不良で来られなかった。


� 776


� 791


� 783『毎日申報』1937.7.30


� 27頁に、内地人の下宿に泊まって親日的であったため仲間に袋叩きにされそうになったSという学生の話→그들의 사랑





� 　797　求予審42名、求公判1名、起訴猶予65名、起訴中止70名、公訴権無3名の処分。予審終結では控訴棄却1名、こうして41名を起訴し、あとは釈放





� 800


� 188頁に、内地人の下宿に泊まって親日的であったため仲間に袋叩きにされそうになったSという学生の話→그들의 사랑


� 791


� 文中に「半島出身の大臣」という言葉がある　49頁


� 「文壇三十年의 자최」『金東仁評論全集』503頁　三英社1984


� 827『韓国独立運動史』5巻／『毎日新報』1938年11月４日（「李光洙氏ら33人」となっている）／最近に於ける朝鮮治安状況


� 『三千里』1939年1月号


� 『我が告白』に「日本協力の第一歩」とある。『親日反民族行為真相糾明報告書』によれば金東仁の華北行きは4月15日から5月13日


� 「例へば、文藝作品なら、内鮮一體の正しき理念の内容のものを、高い藝術的手法に於いて創作して、これを文學として高い水準へ引き上げると共に、それを讀む民衆をして、愛読の中にその内容に對する感激と共感を持たせるように努めることが必要である」23頁


� 尾高朝雄「若い人がその気になる」「内地人学生と半島人学生が「親友」になっているのを見ると、寶玉のように感ぜられます」徐椿「内地人は優越感を取去り、朝鮮人は歪みを取去って…」金子定一「内地人の自粛自浄を必要とす」30-31頁


� 「問題の核心に触れていうならば、私は、朝鮮に在る学生諸君の共通の悩みとして、内鮮関係の蟠りのあることを熟知している。」「大部分の学生諸君は相互に冷淡・無関心であり、一方の集まる席には他方は出席せず、他方の結成する競技チームには一方は参加しない」16頁


� 『我が告白』に「日本協力の第二歩」とある。日付は『親日反民族行為真相糾明報告書』による: 조광, 1939년 12월, 226頁;毎日新報, 1939년 10월 30일


� 988　（ただし影印本を確認したところ、この日には見あたらない）


� 1940年2月11日朝日新聞


� 同上


�　李光洙「지원병 훈련소 방문기」『三千里』1940년 5월, 218·219頁


� 「無明」「夢」「육장기」「乱啼烏」「血書」「嘉実」を所収　


� 『京城日報』1940年8月6-7日。座談会記録8月12-20日


� 834-47


� 975


� 『毎日新報』1942年10月20日


次の3つの資料を付き合わせると、李光洙の1942年11月1日から9日までの東京滞在の様子がわかる：①李光洙「三京印象記」『文学界』1943年1月号／②山崎俊夫「京城の空の下」『山崎俊夫作品集補巻一』サバト館、1998／③櫻本富雄『日本文学報国会』青木書店、1995／④　巌谷大四『「非常時日本」文壇史』中央公論社、1958


　11月1日（日）　夕方　満・華文学者代表と一緒に東京着、すぐに宮城遥拝。［前年5月下旬に『嘉実』『有情』『愛』前・後編の4冊をモダン日本社から受け取っていた山崎は、この日の新聞で李光洙の来日を知り、帝国ホテル気付けで手紙を送った。李光洙は第一ホテルに転送されたその手紙を見る］


　11月2日（月）　午前8時ホテル発、靖国神社参拝、官庁挨拶まわりのあと10時から明治神宮で国民練成大会を見学。3時半新聞社見学、6時から築地で朝日新聞社の祝宴。


　11月3日（火）明治神宮参拝。帝劇で第一回大東亜文学者大会発会式。帝劇マチネー、ロビーで秋田雨雀と立ち話。菊池寛に夕食をご馳走になったあと、築地で片岡鉄平、河上徹太郎、横光利一、吉川英治、舟橋聖一、林房雄夫妻らと会う。（兪鎭午同行）［この日、李光洙は山崎に明朝9時にホテルロビーで会おうという電報を送る］


　11月4日（水）午前10時から、大東亜会館で文学者会議1日目。［約束時間に10分遅れて到着した山崎は、すでに大東亜会館に向けて出発した李光洙を追いかけ、二人はこのとき5分ほど話す。この夜おそく、山崎があらためて第一ホテルを訪ねて、旧交を温める］


　11月5日（木）大東亜会館で文学者会議2日目。会議終了。［（山崎）そのあくる晩は大東亜文学者達が歌舞伎座に招待されていた。わたしは六時頃から出かけて行った。略―歌舞伎座で山崎は旧知の菊池といっしょにいた李光洙を連れ去り、松坂屋の裏手のスエヒロでビフテキを食べた。（偶然だが、菊池寛は大学時代の山崎俊夫の作品のファンだった。（「山崎俊夫君の事」『三田文学』昭和12年8月号／『山崎俊夫作品集補巻一古き手帖より』、「菊池寛兄に送る手紙」『三田文学』昭和12年12月号／『山崎俊夫作品集補巻一古き手帖より』）］


　11月6日（金）土浦海軍航空隊見学。この日の夜のことを、李光洙は「三京印象記」に次のように記している。「（上野）駅で私はどうしたのか、一行にはぐれてしまった。六時までにはアラスカの朝日新聞の座談会に出なくちゃならない。途方に暮れていると、菊池寛先生に逢った。広小路でタクシーを拾い、銀座のアラスカに送り届けて戴いた。」座談会のあと林房雄が古丁と李光洙を小林秀雄に逢うといって目黒茶寮に連れて行く。青山二郎ほか2,3名がおり、そこで李光洙は酔いつぶれる。　　　　　


　11月7日（土）　鎌倉の林房雄宅を訪れる。


　11月8日（日）　文展、博物館、東日午餐、能見学。［この夜、山崎の自宅月光荘で夕食］


　11月9日（月）　午前9時つばめで出発。［東京駅に山崎が見送りに出、菊池や堀口大学に李光洙を独占したことを詫びる］宇治山田到着、伊勢大神宮外宮に参拝して古市の大安旅館に投宿


　11月10日（火）　6時起床、内宮参拝してから朝食をとり、9時に大阪へ。1時、大阪中央公会堂で大東亜講演会、大東亞文学者大会閉会式のあと奈良へ行き、奈良ホテルに投宿　


　11月11日（水）　橿原神宮、法隆寺参拝後、奈良知事招待の午餐会。春日神社、東大寺。奈良ホテル


　11月12日（木）　9時発の関急で京都に向かい、市内見物。夜、知事、市長招宴のあと解散式。都ホテル


　11月13日（金）　9時55分発の汽車で帰国の途。下関から船に乗る


� 『京城日報』朝刊記事


� 『京城日報』朝刊記事　李栄根の回想にもある


� 『京城日報』朝刊記事


� 『毎日新報』1943年11月8日、17日


� 『朝日新聞』1943年11月19日


� 『朝日新聞』1943年11月22日


� 『毎日新報』1944年11月5日


� 1074-1078
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